
野菜流通カット協議会の概要

カット野菜市場の状況
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● カット野菜の市場規模は拡大基調。2024年の市場規模は1,949億円。

● カット野菜業者数（都内店舗向け）120社

● カット野菜業者数（全国店舗向け）154社
(億円)

(年)

市場規模の推移（サラダクラブ調べ）

平成27年５月、青果物の流通・加工事業関連業界の健全な発展に資することを目的に設立

【主な事業内容】
● 国内現地研修会や海外現地研修会等の開催
● 関係省庁意見交換会の実施
● 青果物に関する調査・研究の実施及び研究発表会の開催

【会員数（令和7年1月末）】
正会員：70社
準会員：3社
賛助会員：34社 計107社
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カット野菜の製造工程等
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カット野菜の製造工程及び衛生管理

１ 次亜塩素酸水（pH5～6）による殺菌製造工程

洗 浄

スライス

殺菌・洗浄

金属検出機

計量・包装

製品梱包・出荷

２ スライサーの管理

次亜塩素酸（HOCl）の存在比率のpH 依存性入荷・冷蔵保管

不可食部除去

厚生労働省「次亜塩素酸水と次亜塩素酸ナトリウムの同類性に関する資料」参照

３ 金属検出機

● 次亜塩素酸水（青グラフ）は家庭で使用する

次亜塩素酸ナトリウム（緑色グラフ）より

殺菌力が約８０倍高いため、pH5～6の次亜塩

素酸水を使用

● 状態の悪い刃でカットする

と切断面が荒れ、保存時に

変色しやすくなるため、

刃の鋭利さと清潔さを維持

● スライサーの刃は毎日手入れ

● 包装した商品はすべて内容量を秤量し、

刃こぼれ等の異物を自動で除去
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①微生物検査

②官能検査
外観、におい、食感、食味 等

⇒ 微生物検査と官能検査を行い、
結果を総合的に勘案

消費期限 加工日から３日後
と設定しているケースが多い

カット野菜の消費期限の設定方法

微生物検査 官能検査

消費者庁「食品期限表示の設定のためのガイドライン」に従い期限を設定

消費期限の設定方法

一般生菌数 大腸菌

10⁶/g未満 陰性

カット野菜の期限設定後の検査

製造当日や消費期限日に微生物検査・官能検査を実施し、期限表示の妥当性を確認

10〇
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0時

加工年月日

がある場合

製造ラインA

製造ラインA
￥

加工年月日

がない場合

生産効率や物流に与える影響

● 取引先からは「納品日と同じ日の日付」の商品の納品を指示されている

● そのため、０時以降の深夜作業が発生し、作業人員の確保が困難

● 深夜帯に作業が集中することにより生産ラインが増え、１ライン当たりの食品ロスが増加

● 商品の出荷が深夜０時以降に集中するため、物流効率が悪化

5t 5t

0t 0t 10t 10t

製造ラインB

食品ロス発生

食品ロス発生

食品ロス発生

5t5t
￥

加工年月日表示の継続による懸念事項
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・０時の包装スタートに合わせ、取引先からの受注
時間前に、予測で食材を準備する

・予測のブレにより発生した余剰食材が発生する
・他の商品への転用や社内配布を行っているが、

2024年度は、年間19.2トン（平均1.6 ｔ/ 月）
の作り過ぎによる廃棄が発生

食品ロスの発生状況（Ｂ社事例）

毎月の廃棄量を集計
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2024年度の「人手不足」関
連倒産は前年度の1.6倍に達
し、過去最多の309件（前年
度比60.9％増）と急増

労働者の確保、商品値上の
難しさから、このままでは
継続できない事業者も出て
くる懸念がある

加工年月日表示の継続による懸念事項
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● 海外籍従業員の入替頻度の増加

⇒ベテランになったところで帰国（３～５年）

⇒衛生管理教育するも一定レベルまで

● 人件費増加（昼勤者時給の1.25倍）

⇒加工コスト増 ⇒製造原価の上昇

労働環境に与える影響

製造数の増加と
ともに、夜間を
フル稼働させ、
夜間製造比重が
増加

夜勤従業員増加の懸案事項
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消費期限関連
４％

<5年間（2020~2024）の問合せ件数（7,540件）＞

全体の問合せのうち

消費期限に関する問合せ割合

＜問合せの例＞

お客様相談室に寄せられたカット野菜に関する問合せ（Ａ社）

加工年月日に関する問合せは、見受けられない

お客様のご意見より、期限表示への一元化は可能ではないか

お客様相談室に寄せられた問合せ

● これっていつまで食べられるんでしょうか？パッケージの
日付まででいいんですか？

● 開封したらすぐ食べないといけないんですか？

● 消費期限が昨日までだったんです。見た目は大丈夫そうで
すが、食べちゃダメですか？

● 初めて買ったんですけど、この商品の消費期限ってどこに
書いてあるんですか？探しても見つからなくて... 

● 消費期限が１週間過ぎてしまいましたが、見た目は全く変
わっていません。加熱すれば食べられますか？

● 未開封の商品ですが、消費期限が本日までです。明日の朝
食で使用したいのですが、問題ないでしょうか？
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試験的に、他県で期限表示に一元化した結果

2024年10月~

対象エリア

北海道
東北
中四国
九州

加工日表記 出荷数(千パック) ※１ 人口（千人）※２

無し 61,627 41% 34,235 28%
有り 89,773 59% 88,650 72%

（含､東京都） ー ー (14,086) (11%)
総計 151,400 122,885

※1:2024年10月
～2025年3月

※2:総務省人口
推計

(2023年10月)

試験内容（Ａ社）

出荷実績

お客様から加工日表記へ戻すような要望意見は無かった
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課題 取組 Ｂ社工場の実績・想定例 SDGs
食品ロス 製造の効率化による

食品ロスの削減
年間19.2トン/年の野菜廃棄量の削減
（1.6トン/月の廃棄量が発生）

プラスチッ
クの削減

製造の効率化による
廃棄フィルムの削減

プラスチック換算で、108kg/年の削減
（100パック/日×3g×365日）

働き方改革 深夜作業者の減少に
より人員確保が容易

夜勤帯での製造数17,000パック/日増加、
外国籍従業員を16名増員し対応

物流問題 生産効率向上により
配送便が固定化

予定終了時刻より約１時間早く製造が
終わる体制となり納品時間が緩和

配送 製造時間をシフトすることで、これまで午後に配送、陳列さ
れていた製品も午前中に陳列することが可能になる

メリット輸送効率向上によるCO2排出量削減への貢献

食品ロス 食品ロス削減への貢献

価格 事業者努力による価格の抑制

情報 これまでより情報量が減る
デメリッ

ト

期限表示に一元化した場合の展望

可能になる事業者の取組み

消費者のメリット・デメリット
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消費者のデメリットに対する事業者の取組み

●カット野菜に関わる事業者の衛生管理の取組みを進めます

●事業者の取組みをホームページやSNS等を通じて発信して行きます

●問い合わせには真摯に応えて参ります

事業者として取組んでいくこと
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試験内容（Ａ社）

一部地域で「加工年月日」表記を削除し「消費期限」のみの表記に変更しまし

たが、特に消費者の皆さまより判りにくい等のご意見は頂きませんでした。

今後「期限表示」に一元化しても消費者の皆様がより分かりやすく、安心

して商品を選べるよう、事業者からの情報提供を進めて行きます


